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水
害
見
舞
金
品

七
月
十
二
円
現
在
(
敏
称
略
)

ム
毛
布
十
枚
H
日
赤
長
崎
支
部

ム
タ
オ
ル
千
枚
H
長
崎
県
共
同
募

金
会

ム
金
一
封
日
長
崎
市
長

ム
金
一
封
H
市
町
村
共
済
組
合

ム
刀
ン
ヅ
メ
コ
百
四
十
個
H
紀
内

隆
}
(
片
町
)

ム
衣
類
雫
白

h
森
和
子
(
乾
馬
場
)

(
災
害
対
策
本
部
)

(一)

り
、
今
後
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
で
告
い
た
し
ま
し

さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
で
あ
る
。
十
ゃ
ん
が
市
民
の
み

一家
屋
の
全
、

半
か
い
十
一戸
、
床
上
一

な
さ
ん
も
一
致

一痩
水
八
百
六
十
六
世
棒
、
床
下
浸
で
協
力
し
て
復
旧

一水
一
一
千
六
百
四
十
六
世
惜
で
あ
る
一
に
つ
と
め
て
い

一
な
お
八
日
午
後
十
二
時
十
五
分
一
た
だ
く
よ
う
お

一

七
月
七
日
対
馬
海
峡
に
停
車

一応
急
措
置
を
な
す
と
と
も
に
議
一
翼
妻
、
道
路
の
震
な
ど
の
支
害
救
助
努
草
さ
れ
、

災
害
一願
い
し
ま
す
。

一

Z
っ

高
雨
前
線
は
七
日
夜
半

一命
令
書
レ
市
民
の
避
難
誘
導
主
義
見
積
額
は
一
億
六
千
三
百
万
一
緊
急
対
策
に
全
力
疹
尽
し
て
い
る
一

(
災
害
対
策

の
十
時
ご
ろ
か
ら
長
崎
県
中
部
に
一つ
と
め
た
結
果
-
人
の
死
働
者
も

一
円
余
、
農
林
関
係
は
農
地
、
農
道
一
右
の
と
お
り
お
害
の
概
況
章
一
本
部
)

南
ト
し
は
じ
め
次
第
に
活
指
と
な
一出
な
か
っ
た
乙
と
は
不
幸
中
の
幸
一
の
損
演
、
農
作
物
の
冠
水
に
よ
る
一

一

一り
.
七
日
午
後
十
時
二
十
分
大
同一

で
あ
っ
た
u

一
被
害
そ
の
他
で
二
億
五
千
五
百
万
一
日
ロUT--25
一一=
E

f

一

一諸

問

諮

問

計

町

一郡

片

持

品

目

山

一

時

十
日

時

琵

琶

「

政

府

と

し

て

も

で

き
る
だ
り
一

生

水

は

あ

ぶ

な

い

一い
て
即
時

訪

れ

ク

レ

一一
初

日

対

抗

長

一

昨

日

刊

誌

社

設

計

一

一

一の
と
と
は
い
た
し
ま
す。

市
民
の
一

，
.
，

一

一

一

一日
韓
日
町
一
一
目
刊
誌
九
一計

相

以

内
向
山
町
一日

前

日

刊

誌

お

い

一設

は

お

日

比

諒

一

下

痢

し

た

ら

す

ぐ

医

師

ヘ

一む

諮

問

刊

誌

レ

一

診

撃

つ

り

る

こ

と

。

一

日

間

的

る

こ

と。

一

軒

目

立

回

目

白
雨

一

一

的
な
と
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
連
一
【
飲

食

物

に

対

す

る

一ク
レ
ゾ
ー
ル、

逆

室

長

会

生

謀

長

設

立

海

水

浴

を

禁

止

一

り

認

齢

制

限

札

口

一

L

総

理

大

臣

代

理

一り
い
を
と
っ
て
進
め
た
い
と
思
い

一

一

の
消
毒
薬
道
い
て
手
洗
い
そ
励
一、

l

J

J

U

一

一

一
な
お
七
月
一
日
よ
り
降
り
子
一

言

。

一
注

意

】

一

行

ず

る

を

。

一カ
き
ま
ぜ
る
こ
と

一

七
月
八
日
の
水
害
に
よ
り
、
大
一て
い
る
個
所
は
客
毒

し
て
敷
ワ

古

刊

誌

説

明

コ

荒

木

文

相

大

村

を

視

察

一

今

回

の
災
害
お

力
し
て
く
だ
一①

生
水
巻
飲
ま
な
い
と
と
必
ず
一

@

々

の

は

で

き

る

だ

芸

吋

一

日

ま

凶

作

品

川

説

明

石

川

市

諮

問

品

目

司

法

許

水

路

は

さ

ら

え

一当
地
万
年
間
雨
量
の
約
四
分
の

二

一

さ
つ
た
市
民
の
方
々
を
は
じ
め
消
一
番

し
て
か
ら
飲
む
乙
と
。

一
る
乙
と
4

一み
ぞ
に
は
、
生
石
灰
末
、

石
灰
乳
一
日
頃
ま
で
は
、
大
村
湾
で
の
海
水
一排
水
を
は
か
る
こ
と
。

一こ
号
、

Z
外
の
大
被
害
義
一
総
理
大
臣
代
理
と
し
て
荒
木
文
一

そ
の
際
、
大
村
市
長
を
通
じ
て
一
皆
、
自
衛
隠
、
義
署
そ
の

他

芯

万

て

井

戸
に
汚
水
が
入
っ
一

一ま
た
は
ク
ロ
ー
ル
石
灰
李
そ
そ
一
浴
は
し
な
い
よ
う
に
レ
て
く
さ
さ
て

で

ま
設
杭
、
土
の
う

一
っ
た
。

一相
は
十
二
日
、
車
で
大
村
市
を
視
一市
民
の
皆
さ
ん
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一関
係
者
の
皆
さ
ん
に
く
れ
ぐ
れ
も
一
た
場
合
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
一
【
住
宅
等
に
対
す
る
子
、
ご
み
は
焼
却
す
る
言
。

一ぃ
。
菜
、
七
月
十
八
日
頃
勺
大

F
U補
給
し
、

土
砂
の
要
章

一
八
日
午
前
五
時
三
十
分
に
災
一察、

大
村
市
立
病
院
前
で
大
村
市

一見
舞
の
あ
い
さ
つ
を
伝
え
て
ほ
し
一
よ
ろ
し
く
申
し
た
、
と
お
伝
え
と
る
場
合
に
は

4
2審
議

一

注

意

】

一
【

病

気

に

対

す

る

注

一村
保
健
所
の
協
力
に
よ
り
海
水
浴
一
少
限
に
ふ
と
め
る
こ
と
。

一害
対
策
本
部
老
設
置
し
、
直
ち
に
妄
か
ら
市
内
の
水
害
概
況
に
つ
い

一い
と
の
乙
と
で
あ
り
ま
し
た
の
で
す
ん
さ
る
よ
う
に
」
と
の
こ
と
で
し
一ま
た
保
健
所
の
指
導
雪

村
て
ク

一

一

一

場

付

近
の
水
霊
験
者
実
施
す
る
一
時
の
た
め
肥
料
墾
分
が
流
失

-

一

一

ロ
l
ル、

石
灰
水
(
さ
ら
し
と
)
一①

汚
水
で
よ
ご
れ
た
台
所
、

炊一

車息】

一

一

一等
を
使
用
し
、
十
分
に
消
毒
脅
し
一
事
場
、
食
器
戸
棚
等
は
き
れ
い
な

一

一

一

一消
防
団
、

自
衛
隊
の
出
動
毒
て

一て
説
明
を
つ
け
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一た
。

一

一

一

一

予
定
で
す
。

一し
て
い
る
の
で
、

速
効
性
肥
料
の

一

一

一
①
無
理
を
し
な
い
乙
と
。

一

(

保
険
衛
生
観
)
一追
肥
を
行
う
と
と。

一た
後
に
用
い
る
と
と
。

一水
で
よ
く
拭
き
、

そ
の
後
に
、
ク

一

四

一

一

一

一

一

一

器

、
石
灰
ボ
ル
ド
ー
ま
た
は

一

〉
一
③

食
器
類
は
煮
抑
消
毒
を
し
て
一レ
ゾ
1

ル
水
等
の
消
毒
警
伊
用
い
一

・i

一
一

一

山
一
使
用
す
る
を
。

一て
ふ
く
を
。

一

K
B一口愛
D
畏

業

付

表

一水
銀
ボ
ル
ド
ー
表
殺
菌
剤
姦

一

一

一

一

一

ノ

出

E

ノイ
f

レ
，H
E
3
Y
ーーミ
ノ
ル

P
一布
す
る
と
と
。

一

前

一

①

調

書
、
食
前
、

用
便
後
は
一
菜
、
床
下
に
は
石
灰
等
を
ま
一

一

(
1
J
;
;
-〆
一

一

午

一

一

一

一

ム

ル

」菜
園

一

M
一

l
i-
-t
i
i

一

病

虫

害

発

生

に

注

意

一

水

は

け

の

恕
い
畑
で
は
排
水
槽

一

監

水

道

の
被

災
者

こ

k

百
分
の
料
金
自
信
に
な
り
ま
一

一

完

げ

排

水

を

よ

く

す

る

乙

と

。

一

口一

l
y
一
ず
)

一
ム
農
業
用
施
設
お
よ
び
遺
言
謀
議
護
ら
な
い
よ
う
一
雨
間
直
ち
に
殺
菌
剤
を
散
す

一
.

一
害
対
策
本
部
へ
の
報
告
資
料
に
よ
一

n

n

〈

一

一

一

世

道

料

金

を

減

免

し

ま

一
な
お
、

減
免
対
象
の
調
査
は
災
一
水
震
の
水
田
草
案
引
統
一
に
す
る
を
。

一
る
日
ド
附
着
し
た
泥
土
は
除
去

の
一す

一

一

き

お

乙

る

お

そ

れ

カ

あ

り

ま

す

。

一③
流
失
、
埋
没
し
た
水
田
は
、

土一
し
、
草
勢
の
維
持
帯
は
か
る
ζ
と

献一

1

一り
水
道
局
が
行
な
い
ま
す
。
一
語
、
用
水
路
の
応
急
措
置
者
急
一
砂
の
除
去
、
傷
ん
だ
苗
の
楠
替
中
一
耕
土
の
流
失
に
よ
る
肥
料
養
分

三

水

道

局

で
は
被
災
者
に
つ
ぎ
の
一

(

水
道
局
二
い
で
く
だ
さ
い
。

一耕
、
申
干
し
等
の
管
理
を
雲
、
一
の
不
足
高
う
た
め
少
量
の
迫
肥

-
?と
お
り
水
道
料
金
者
減
免
す
る

乙

一

一

ム

農

作

物

の

応

急

対

策

一

訟
の
欠
号
車
は
応
急
措
置
一
言
い
、
野
伝
出
し
た
処
は

豆

、と
に
な
り
ま
し
た
。

一

被

災

者

証

明

の

一
水
稲
の
浸
水
、

冠
水
し
た
も
の

一を

と

る

を

。

一

客
土
レ
て
車
勢
の
回
復
必
は
か
る

附
一
減
免
す

七
月
八
日
の
水
害
概
況

降雨量
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(二〉タト)号
/
'
t
、

りよ大村市 政だ

七日夜半より降 りはじめた大雨によって、

大村地方は予想外の被害を蒙った。ここに掲

載した写哀を見るだけでもその時の水勢のものすごさがうかがえる。

〔写真上〕鈴田地区 〔写真下〕上z 福重野田 中=萱瀬ダム下流の家屋

下=萱瀬南川内川下流
申
請
は
三
十
一

目
、
ま
で

免
の
取
扱
い
を
い
た
し
ま
す
の
で

一ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
出
張
所
へ
一
な
お
近
日
中
に
被
害
の
実
態
調
一

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一査
を
家
屋
、
農
地
の
順
に
実
施
し

一

申
請
し
よ
う
と
す
る
か
た
は
所

一ま
す
。
(
税
置
回
線
)
一

定
の
申
請
書

(市
役
所
税
務
課
お一

よ
び
出
堕
所
に
備
え
つ
け
て
お
り

ま
す
)
を
来
た
る
七
月
三
十
一
日

応急処置進む
水害を見る

V
H
H
Er.
，Hh一口口
℃
t
R
A
-
-
-

一口=・ニ一一一一
--
日

計
五
一
行

人
一一

-
F
E一
一
一
ヤ
打

-Y
-一口一一
v
G
=一三
一一一一口
-nh
z
h
db一一口
UHH
H
H
E
r
-三・口
uk'n-whhhhhv
uhr
hEu--h一一日
・
U
z
-
-
-一一一一
V
C
F
R
z
ι
u
h
h
y
h
h
c
s・ドド
h1hド
Er--ド
ド
、
b
H

再
三
一
日
目
、
いじ

RH
Fe一一口一
h
c
c
-
5
p
・ド

'-Y
白

U
U
hu
t
q
'
F
Y
J口一
hr
u
p
e
-
-ぃ一に一
H
-一h
pu
・0
一一一一
v
e一一三
r
a
u一一一
ド

む
'G
-
HH
Hv
c
t
h
Zれれ
h
h
u
J一日
-Lux-一口
U
h
ι
hc
up口一
一ロ
ド
t
・b
-九一
h
uu
G
ム
U
e句会
町
工
E
t
-
-
h一一一
r
u
一一-ニ
一
γ-一一一一一
1
μ
?
と
f
u
一日
ご
与し
v
i口一一
hγ
と
r・
七
月
十
五
日

海
身
の
勇
を

る
被
害
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
多
数

一か
わ
か
り
ま
せ
ん
、

の
市
民
各
位
乙
そ
、
ま
乙
と
に
お
一
然
し
徒
ら
に
な
げ
き
悲
し
む
乙

気
の
毒
で
ご
ざ
い
ま
す
。

衷
心
よ

一と
だ
け
で
は
被
害
の
後
始
末
は
で

り
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す
。

一き
ま
せ
ん
か
ら
と
の
際
更
に
も
う

そ
れ
で
な
く
て
さ
え
私
達
の
く
二

息
、
郡
身
の
勇
を
ふ
る
っ
て
再

ら
し
は
足
ぶ
み
状
態
の
時
で
す
、

一起
の
道
ぞ
講
じ
一
一
刻
も
早
く
復
興

一
難
去
っ
て
ま
た
一
一
難
、
に
や
や

一え
と
努
力
す
る
よ
り
ほ
か
は
ご
ざ

も
す
れ
ば
「
前
進
に
希
望
も
も
て

一い
ま
せ
ん
。

な
い
。

」
と
落
問
さ
れ
る
万
も
あ

一
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
て

く
る
。

」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
一
回
復
し
な
い
さ
な
か
に

5
2
~ら
れ
る
か
も
お
ま
せ
ん
。
ま
乙

一私
達
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

が
最
近
は

「忘
れ
な
い
ろ
ち
に
つ
一
の
被
害
を
う
げ
る
と
と
と
な
っ
て
一
と
に
私
達
の
努
力
た
ら
ず
し
て
次

一

ぎ
つ
ぎ
と
や
っ
て
く
る
。
」
よ
ろ
一
し
ま
い
ま
し
た
。

一々

と
皆
様
万
を
か
か
る
苦
境
に
追
一

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
不
幸
に一

程
度
の
誌
と
そ
あ
れ
予
期
せ
ざ一

い
み
、
な
ん
と
お
詫
び
し
て
よ
い

ふ
る
っ

て
再
起
の
道
を

み
な
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

大
村
市
議
会
議
長

b
ド
ユ
」
一
口
ハ
V

Lrト
n口
』

山
h
H

日

災
害
復
旧
と
予
防
に
努
力

市
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
申
し
上
げ
す
。

地
、
道
路
そ
の
他
市
民
皆
さ
ま
の

生
活
に
直
接
関
係
あ
る
諸
施
設
に

対
し
て
速
か
に
そ
の
復
旧
策
と
今

後
の
災
害
予
防
に
対
す
る
万
全
の

策
を
県
並
び
に
中
央
の
関
係
各
省

に
強
く
訴
え、

災
害
を
な
く
し
、

住
み
よ
い
大
村
市
に
す
る
た
め
努

力
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
で
も

御
自
愛
の
上
一
層
復
旧
の
た
め
に

勇
気
治
振
い
興
し
て
御
努
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

っ
た
と
と
と
思
い
ま
す。

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
は
じ

め
陸
上
自
衛
隊
、
消
防
団
員
そ
の

他
関
係
者
の
献
身
的
な
御
活
躍

に
よ
り
一
応
被
害
ぞ
最
小
限
に
食

い
と
め
る
乙
と
が
で
き
、
直
ち
に

復
旧
に
起
ち
上
っ
て
お
ら
れ
る
皆

さ
ま
の
御
姿
を
み
ま
す
と
き
、
市

長
と
し
ま
し
て
誠
に
感
謝
と
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
も
住
宅
、
河
川
、
間
出

昭和 07年 7月15

大
村
市
長

大
村
純
毅

市
民
の
皆
さ
ま
、
思
い
が
け
な
一
す
。
昭
和
三
十
二
牢
七
月
の
大
水

い
今
回
の
水
害
で
さ
ぞ
御
心
痛
の
一

害
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
苦
い
経
験

乙
と
と
存
じ
、

被
災
者
の
み
な
さ
一
念
持
っ
て
お
ら
れ
る
市
民
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
一
ん
万
は
そ
の
純
き
も
ひ
と
し
お
だ

今
次
水
害
に
よ
り
、
固
定
資
一
の
納
付
に
つ
U
て
お
乙
ま
り
の
万

産

(
土
地
、

家
屋
}
そ
の
他
家
財
一は、

被
害
程
度
に
応
じ
、
納
期
限

等
に
著
し
い
災
害
者
受
け
、
市
税
一
の
延
長
、
徴
版
猶
予
、
ま
た
は
誠

水
害
に
よ
る
市
税
の
減
免

水
害
に
よ
る

被
害
地
区
の
応

急
処
置
が
別
表

の
と
お
り
、
一

部
完
了
し
ま
し

た。

市
民
税
第
一
期
分
納
期
は
、

か

ら

三

十

一

日

ま

で

で

す

。

納
入
は
市
金
庫
へ
ど
う
ぞ
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